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第25 回

区
政 に 関 す る 世 論 調 査

よ り良い区政を目 指し、昭和47年 以来 世論調査を 行っています。 今回 は8 年10

月に行っ た第25巨泄 論調査の 結果について、4月25日 号でお知らせし た『定住性』

「皿i ; 儂 」(施 策ぺX) 要望』皿1 こ弓|き 続き、『生 涯学習』「子育 て」「イ

ンターネット」 の3 テーマについてお 知ら せしま す。

なお、この調 査から得られた結果は、区政を進め て行くための 貴重 な資料とし

て、役立て ていき ます。

生
涯
学
習

□
学
校
施
設
の
地
域
活
用
の
容
認
派
8
4
%

児
童
・
生
徒
の
減
少
に
伴
う
余
裕
教

室
煢

区
民
の
活
動
の
場
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
で
藺
い
た
と
こ
ろ
、

「可
能
な
限
n
巵
動
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
く
べ
き
」
が
8
4・
o
%
と
大

多
数
を
占
め
黔
レ
た
。

□
学
校
施
設
を
利
用
し
た
催
し
物
へ
の

参
加
意
向
6
4
%

学
校
の
先
生
が
学
校
施
設
で
講
座
な

ど
を
鴟
催
し
た
場
合
の
参
加
意
向
に
つ

い
て
は
、
「
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」が
1
8・
O
%

、「
で
き
る
だ
け
参
加
し
た
い
」

が
4
5・
5
%
で
、
参
加
し
た
い
方
は

合
わ
せ
て
6
3・
5
%
で
し
た
。
性
別

で
み
る
と
男
性
5
8
%、
女
性
6
9
%で
、

参
加
意
向
は
女
性
の
方
が
高
い
と
い
う

結
果
で
し
た
。

□
学
校
施
設
を
地
域
住
民
に
開
放
し
て

欲
し
い
3
4
%

地
域
の
学
校
に
期
待
す
る
こ
と
査
聞

い
た
と
こ
ろ
「施
設
膏
咫
域
住
民
に
閧

放
し
て
ほ
し
い
」
が
3
3・
5
%

、
次

い
で
「
先
ま
や
職
員
の
専
門
知
識
を
巵

用
し
て
学
べ
る
場
を
提
供
し
て
ほ
し

い
」
が
2
8・
4
%
で
し
た

図
上

。

子

育

て

□
子
ど
も
に
関
し
て
実
感
す
る
こ
と

旡
'
に石
に
関
し
て
、
日
ご
ろ
感
じ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
「子
ど
も
の
人
数

が
少
な
く
な
っ
た
」
が
5
7・
O
%
で

半
数
以
上
令
{
}め
詆
し
た
(
図
2
)
。

□
街
な
か
で
他
人
の
子
ど
も
に
声
を
掛

け
た
経
験
か
あ
る
3
8
%

最
近
、
他
人
の
子
ど
も
(
中
学
生
以

下
)
に
対
し
、
街
な
か
ぶ
回
零
枡
け
た

経
験
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「悪

い
こ
と
や
危
険
な
こ
と
を
し
て
い
た
の

で
注
意
し
た
」
が
最
も
多
く
1
7・
4
%

で
し
た
(
図
3
)
。

□
子
ど
も
同
士
の
付
垈
口い
に
つ
い
て

友
達
が
少
な
い
、
友
達
と
う
ま
く
付

き
合
え
な
い
子
ど
茗
が
多
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
の
自
由
に
な
る
時
間
が
少
な
い
」
4
2

・
6
%

、「
家
庭
内
で
の
子
ど
も
同

士
の
ふ
れ
合
い
が
減
っ
て
い
る
」
3
1・
2
%

の
順
で
し
た
(
図
4
)
。

□
目
に
す
る
子
ど
も
の
問
題
行
動
は
、

言
葉
づ
か
い
や
態
度
が
悪
い
4
8
%
　

実
際
に
見
か
け
た
り
、
多
い
と
感
じ

て
い
る
子
ど
も
の
行
動
に
つ
い
て
闃
い

た
と
こ
ろ
。「一言
葉
づ
か
い
や
態
度
が

悪
い
」
が
4
8・
2
%

、
次
い
で
「
街

な
か
で
、
た
む
ろ
し
て
い
る
」
4
0・

7
%
の
順
で
し
た
。

□
問
題
行
助
へ
の
対
応
万
法

前
項
の
子
ど
も
の
問
瞿
竹
勣
へ
の
対

応
方
法
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
家
庭
で

も
っ
と
考
え
る
べ
き
」
が
4
2
・
9
%

と
最
も
多
く
、
「
学
校
、
地
域
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
考
え
る
べ
き
」
が

3
9
・
2
%
と
次
い
で
い
求
y
。

□
子
育
て
に
好
ま
し
い
地
域
環
境

子
育
て
に
好
ま
し
い
地
域
環
境
に
つ

い
て
は
、「
安
全
で
自
由
に
遊
べ
る
場

所
」
が
4
6・
3
%
と
半
数
近
く
を
占

め
ま
し
た
(
図
5
)
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の
関
心
厦
に
つ

い
て
は
、「
関
心
が
な
い
」
と
答
え
た

人
は
5
0・
5
%
で
し
た
。「
関
心
が
あ

る
」
と
答
え
た
人
4
8・
5
%
の
内
訳

は
、「
す
で
に
加
入
し
て
い
る
」
2
・
7
%

、「
個
人
で
は
加
入
し
て
い
な
い

が
、
職
場
や
学
校
で
利
用
し
て
い
る
」
5

・
5
%

、「
関
心
は
あ
る
が
加
入
も

利
用
も
し
て
い
な
い
」
が
4
0・
3
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

図1 学杤こ対して期待すること図2 子どもに鬩して実感すること

図3 街なかで艶人の子どもlこ声を掛けた鰹簔

図4 子ども同士の付き合い

図5 子育てに好まし廴迴 域環境

調
査
方
法
=
無
作
為
抽
出
に
よ
り
区

内
在
住
の
2
0歳
以
上
8
0歳
米
肩
の
男

女
2
千
人
煢
フ
ロ
ッ
ク
別
に
選
び
、

専
門
!

賃
が
調
査
譽
X
配
布
し
、

記
入
後
回
収
を
し
声
レ
だ
。
贏
a

い
ず
れ
も
複
数
回
篇

だ
め
、
合
計

比
は
囘
弧
を
琴
蚤
チ

調
査
時
期
=
8
年
1
0
月
T
日
～
2
2
日

回
収
数
(
率
)
基
血
7
5

・
6
%
)

今
回
の
世
論
調
査
の
'
あ
ら
ま

し
'
は
区
政
情
報
室
で
無
料
配
布
し

て
い
ホ
y
。
ま
た
、
く
わ
し
い
集
計
結

果
を
掲
載
し
ち
報
告
書
E
は
。
区
政

情
報
室
。
区
内
各
図
一
鯤
で
ご
覧
に

な
れ
嫐
y
。
ぜ
ひ
、
ぶ
用
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=

広
聴
相

談
係

四
(
3
8
8
0
)
5
1
1
・
1
㈹

今号の主な内容

2
面
▽
▽
▽
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
/
が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
/
　

選
挙
豆
知
識
(
郵
便
投
票
ン
ひ
ろ
ば
/
掲
示
板

3
面
▽
マ
▽
@
・
@
国
民
健
康
保
険
証
/
R
の
お
店
新
規
認
定
店
/
　
　
　
　
　

友
好
都
市
鹿
沼
へ
ど
う
ぞ
/
特
別
区
職
員
採
用
試
験

4
面
▽
▽
▽
区
内
施
設
見
学
会
/
食
事
体
験
教
室
/
教
育
相
談
/
　

銭
湯
無
料
開
放
/
車
い
す
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

◎ あだち広 報は毎月5 日 ・15日号は 新聞折込、25日 号はシ ルバ ー人材センターによる 各戸配布
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
方
へ

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
し
た
方
や
区
外
か
ら
転

入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該
当

し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
啄
児
童

手
当
の
手
続
耆
t
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
卜
区
内
に
住
所
が
あ
n
y
歳
未
満

の
児
鼠
を
養
育
し
て
い
る
方

夙
得
制

限
が
あ
ひ
豕
Σ

※
公
務
員
の
方
は

動
務
先
に
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
昨
年
、

所
得
制
限
で
受
給
で
忝
な
か
っ
た
方
も

再
度
確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
枋
付
の
対

象
に
な
り
豕
歹
。
受
給
資
格
隘
謚
季

当
石
同
じ
で
歹
。
※
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す

-

い
ず
れ
も
」卜

請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方

が
。
僉
紮
退
職
す
る
等
で
。
申
請
時

と
保
険
証
が
豕
む
っ
た
と
き
は
、
そ
の

つ
ぶ
函
き
が
必
要
で
す
。

手
当
月

額
卜
―
歳
未
満
の
児
靈
が
人

目
、
2

人
目
り
と
き
は
5
千
円
/
叉

目
以
降

り
と
き
は
1
万
円

申
込
日
保
護
者
名

義
の
都
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
螽
″く
)
/
年
全
于
帳
/
健
康
保

険
証
/
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
卜
児
羣
歪
屎

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
等
で
障
害
を

負
っ
た
方
へ
。
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
。
謖
療
法
士
、
看
護
婦
等
の
専

門
職
貝
が
障
害
に
関
す
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
蚩
蚕
蓉
し
て
い
ネ
y
。

専
門
相
談
に
は
、
(
1
)
劈
体
機
能
に
関
す

る
相
談
(
2
)
曩
語
機
能
に
関
す
る
相
談

(
3
)
禰
装
具
・
自
助
具
に
関
す
る
相
談

(
4
)
福
祉
機
器
に
関
す
る
相
談
(
5
)
健
康

に
関
す
る
相
談
(
6
)
進
路
・
就
労
に
関

す
る
相
談
な
ど
が
あ
ひ
豕
y
。

こ
の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ
た

リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
も
行
つ
て
い
ネ
t
'
。

ま
た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
も

瞳
麌
a

付
け
て
い
嫐
歹
。

悉
迴

バ
ス
を
莉
用
で
耋
壽
子
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
日
▽
国
這
1

号
線
(
日
光
磴
卮
)
の
東
側
布
ぷ
ぴ

千
住
地
区
の
方

蔀

障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

霓
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
4
号
線
西
側
お
£
7
小
$
・
新
田
・

肓
甎
地
区
の
万
・・西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

霓
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1 福祉事務所一覧
身
体
障
害
者
の
方
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
(既
受
給
者
を
除
く
)

歩
行
困
歇
な
身
体
障
害
者
の
万
に
、

日
常
生
活
の
恕
麌
犀
居
圏
の
拡
大
の

た
め
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い

求
す
。

対
象
日
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

次
の
身
体
障
害
者
手
帳
啻
お
持
ち
の
方

▽
下
肢
吏
ほ

体
幹
機
能
障
害
の
F
級
F
3

級

▽
視
党
障
害
ま
た
は
内
部
障

害
の
F
級

※
た
び
じ
、
自
動
車
燃
料

費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く

申
込
日
身
体
障
害
者
手
帳

印
鑑
を
窓

囗
に
持
参

交
付
額
日
5
月
中
に
申
請

の
万
は
1
万
8
千
円
分
(
申
請
月
に
よ

ひ
額
が
違
い
ま
す
)

問
先
卜
各
福
祉

亭
務
所
(
表
―
)
衷

ほ
在
宅
福
祉
係

老
人
保
健
の
食
事
負
担
額
の

減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ

現
在
使
っ
て
い
る
食
恵
負
衵
額
(
入

院
時
)
の
減
額
の
認
定
証
の
有
効
期
間

は
、5
月
3
1日
ま
で
で
す
。6
月
以
降

も
必
要
な
方
は
、
改
め
て
申
臍
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
※
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

に
は
、5
月
中
に
申
請
用
譽
簒
逞
ひ

し
ま
夛

問
先
H
医
療
助
成
係

5
月
1
2日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
社

会
の
中
で
、牟
底
に
困
っ
て
い
る
方
や
、

児
童
・
心
身
障
害
・
高
齢
者
問
鶚
な
ど

で
悩
み
夸
瑠
兄
て
い
人
た
ち
の
良
き

相
談
相
手
と
し
て
、指
導
・
援
助
を
し

て
い
ホ
y
。ま
た
、社
会
福
祉
関
連
の

調
査
書
・
雲
見
魯
の
唇
气

シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
配
布
な
ど
、
区
や
襲
福
祉
協

議
会
の
協
力
活
勳
壑
竹
っ
て
い
毒
歹
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ネ
す
の
で
、

気
軽
に
'
箱
談
く
だ
さ
い
。
区
内
に
は

跖
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
て
い
ホ
す
。

※
氏
名
、
担
当
区
域

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ

い

問
先
卜
民
生
係

健

康

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
5
日
現
在
で
、
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
こ
耆
忖
い
ネ
y
。
こ
の
調
査
の

目
的
は
、
お
年
寄
り
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま

で
、
す
べ
て
の
方
が
明
る
く
豊
か
に
暮

ら
す
た
め
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

年
令
な
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や

健
康
の
実
1
幺
に
す
る
'
」
と
で

す
。
調
査
結
果
は
、
国
の
行
政
施
策
の

基
礎
資
轡
琺
n
汞
y
。
調
査
方
法

卜
▽
5
月
中
・
:調
査
貝
が
対
象
世
帯
を

訪
問
し
調
喬
石
配
布

▽
6
月
5
日

以
降
・
=調
酉
貝
が
再
訪
問
、
調
査
項
目

に
つ
い
て
お
闃
き
し
て
調
杳
票
を
回
収

崑
「
回
の
対
象
世
帯
の
一
部
は
、
'
卜
月

以
降
に
所
得
に
関
す
る
調
査
な
ど
で

改
め
て
訪
問
す
る
こ
と
が
あ
n
ま
す
の

で
'
」
協
力
を
お
願
い
し
ネ
y
問
先
=

千
住
保
″所

s
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
区
の
同
種
の
検
-

込

み
は
、
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
検
診
名
産
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
へ
。
後
日
、
受
診
拏
と
案
内
を

お
送

に
¥
ヂ
。

※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
冫
の
日
程
か
ら
検
診
日
、
場

所
(
必
ず
粲
一
希
望
ま
で
)
も
明
記

□
消
化
器
か
ん
検
診

胃
が
ん
悠
緊
天
腸
が
ん
検
診
で
す
。

日
程
等
卜
表
2

対
象
H
3
5歳
以
上
の

区
民

※
胄
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る
と

嬰
耗
る
方
は
受
診
で
孝
毒
t
ん

期

限
卜
6
月
に
受
診
を
希
望
夏
芳
は
、
5

月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
足

立
保
健
所
保
健
予
防
課

〒
1
2
1
西
竹
の

塚
2
-
1
2
-
8

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ぺ

子
宮
が
ん
の
阜
期
発
見
に

役
立
ち
乖
歹
。

対
象
蓊
畿
以
上
の

女
性
区
民

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
ど
受
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

に
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
『
高
血
圧
、

高
脂
皿
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ホ
歹
。

対
象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
亀
和
7
年
t

月
1
日
以
降
牛
汞
れ
』
ま
で
の
区
民
　
-

「
女
性
か
ん
検
診
≒

成
人

健
康
診
査
」
は
い
ず
れ
も
ト
ト

日
時
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
と
相
談
の
う
兄
受
診

場
所
H

区
内
実
施
医
療
機
関

申
・
問
先
卜

保
健
予
防
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

表2 消化器がん検診0く線撮影と検便による検診)

※ 足立保傳徊ま 希望者か多く、翌月になることかありますのでご了承くださ 戉 なお、
四 ま 珊咄 侈 く 希望日に受診しやすくな てしま す

7
月
6
日
都
議
選

ま
だ
間
に
合
い
ま
す

身
体
が
不
自
由
な
方
の
た
め
の
郵
便
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
投
`

兩
へ
行
く
'
にと
が
困
騅
な
方
の
た

め
に
、
郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で

き
る
制
度
が
あ
り
毒
歹
。
こ
れ
は
、

自
分
で
字
忝
書
く
こ
と
が
で
き
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
万
が
対
象

必
冐
汞
す
。

対
象
H
(
1
)身体
障

害
者
手
帳
曇
お
持
ち
で
、
両
下
肢
・
体

幹
・
移
動
機
能
の
障
害
が
L
級
、
2
級

の
方
、
ま
た
は
心
臓
・
じ
ん
臓
・
直

腸
・
小
腸
・
ぼ
う
*
J
う
・
呼
吸
器
の
障
`

氛
T

級
、
3
級
の
方
(
2
)戦
傷
訶
者

モ
譽
簒
釼
ち
の
万

申
込
↓

ヂ
本

人
ま
良
民
理
の
万
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
痔
参
。
手
嘸
の
内
容
を
確

認
し
て
、
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。
あ
夛
本
人
が
記
入
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
郵
便
投

票
証
叨
書
奮
賈
じ
ま
す
※
申
請

は
い
っ
で
も
で
孝
ま
す
か
、
証
明
書

発
行
ま
で
に
冫
ヵ
月
く
ら
い
か
か
る

變
励
あ
叮
汞
y
。
く
ゎ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

登
(
3
B
B
O
)
5
1
1

卜
㈹

掲
示
板

□
憲
法
週
間
『
講
演
と
映
画
の
集
い
』

日
時
日
5
月
1
5日
團
、
午
後
1
時
3
0分
1
4

時
3
0分

場
所
H
調
布
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
(
調
布
市
小
島
町
)

内
容
=

同
和
問
題
啓
発
映
画
「
サ
ン
セ
ッ
ト

ー

サ
ン
ラ
イ
ズ
」、
講
演
「
ダ
ニ
エ
ル

ー

カ
ー
ル
の
日
本
晶
鬯
ぎ

定
員
卜
千

聊
人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

問

先
卜
都
・
同
和
対
策
部

豐
(
5
3
8
B
)
2
5
n
O
`
り

□
児一
に
関
す
る
特
別
一
話
相
談

児
童
福
祉
専
門
員
が
相
談
奮
叉
け
ま

す
(
匿
名
可
、
秘
密
厳
守
)
。

日
時

卜
5
月
8
日
團
・
9
日
窗
、
午
前
9
時
1

午
後
&
時
3
0分

豐
0
1
2
0
(
4
1
)
5
2
3
Q
`

ラ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

□
「
事
集
系
ご
み
有
料
シ
ト
ル
の
取
扱

所
」
の
追
加
募
集

各
清
掃
事
務
所
で
配
布
す
る
所
定
の

申
込
書
で
受
け
付
け
嫐
歹
。受
付
期

間
卜
5
月
卜
一
日
～
3
0
日
(
土
・
日
曜
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
1
午
後
t
時

申
先
日
申
込
店
舗
{
所
在
地
を
管
轄
す

る
清
掃
事
務
所

問
先
日
足
立
東
灣
掃

事
務
所

眥
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

酋
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

□
い
じ
め
1
1
0番(
無
料
)

い
じ
め
を
中
心
に
子
供
の
悩
み
ご
と

の
相
談
(
面
接
・
電
話
)
夲
受
堅
ヂ
。

日
時
日
i
月
1
0
a
幽
、午
前
1
0
時
～
午

後
t
時

相
談
電
話
日
霓
3
5
8
1
T
8
8
5

場
・
申
・
問
先
卜
第
二
東
亰
弁
護
士
会

簔
ヶ
関
1
-
1
-
―
弁
護
士
会
館
9

階
)
霓
3
5
8
1
-
)
2
2
5
9

ひ
ろ

ば

=
募
集
=

☆
ス
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
(
い
ず
み

会
)
毎
週
水
曜
日
、午
前
9
時
卯
対
～

H
時
3
0分
/
う
き
う
き
館
ほ
か
/
初

心
者
歓
迎
/
入
会
金
2
千
3
0
0円(
保
険

料
含
む
)
、
月
額
2
千
5
0
0
円
/
コ
ウ
モ

ト
(
午
後
6
時
以
降
)

豐
(
5
2
4
c
u
)
3
6
c
u
c
o

=
催
し
物
=

☆
バ
サ
ー
の
お
知
ら
せ

日
用
雑
貨
等
、

不
用
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

マ
5
月
1
8
n
冊
、
午
前
1
0
時
～
午
後
1

時
/
ス
ー
パ
ー
車
屋
店
頭
酋
新
井
四

丁
目
)
/
障
害
者
と
仁
も
に
歩
ひ
葦
の

会
・
中
井
霓
3
8
5
7
)
8
8
3
9

▽
5
月
2
5
旦
閲
午
前
1
1
一
時
～
午
後
2

時
/
鹿
浜
東
町
会
事
務
所
(
北
野
神
社

内
)
/
お
お
ぞ
ら
保
育
園

a
(
3
8
5
5
)
2
6
5
7

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
5
月
1
1
日
剛
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
(
雨
天
中
止
)
/
千
寿
笙
(
小
学
校

跡
地
/
出
店
料
千
円
/
ス
ニ
ー
カ
ー
・

斉
藤
酋
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▽
5
月
1
8
日
凹
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
5
扈
筥
)
/
莖
(
公
園

/
出
眼
料
千
円
/
申
し
込
み
は
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

毎
忝
叨
記
(
5
月
1
2
R
必
着
)
/
フ
レ

ン
ズ
・
関
ロ
ー
'
鹵
足
立
西
郵
便
局
留
s

(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

▽
5
月
2
5
E
囲
、
午
前
1
0
時～
午
後
2

時
(
雨
天
中
止
)
/
大
谷
田
公
園
/
出

店
料
千
円
/
申
し
込
み
は
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
毎
を

明
記
(
5
月
1
2
E必
着
)
/
倶
楽
邵
つ

が
氾
・
下
田

〒
早
(
谷
田
団
地
内
郵

便
局
留

酋
(
5
6
9
7
)
6
3
8
7

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
L

㈹

☆憲法のつどい5月n日( 日) 、午後1時～3時/区役所庁舎ホール/大人1, 0( x) 円、中高生50〔〕円/記念講演「地方自治法50年一私たちのくらし」　　　　　　　
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国

保
・
年
金

も
う
一
枚
の
保
険
証

(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

s
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
。
家
族

の
一
部
が
就
学
、
出
張
・
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方

の
保
険
証
を
冢
簒
丘
仔
て
別
に
お
扈

し
し
毒
す
。
た
が
じ
事
情
に
よ
n
汞
歹

の
で
、
手
続
き
の
前
に
必
ず
奄
話
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

□
患
(
学
生
用
)
の
保
険
証

お
孑
さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て

就
学
し
、
世
帯
夲
が
そ
の
牛
活
賢
等
を

援
助
し
て
い
る
場
合
に
、
@
保
険
証

を
お
蓆
U
し
ま
す
。

申
込
日
国
民
健

廩
保
険
証
/
届
出
人
の
印
鑑
/
在
学
証

明
書
(
学
生
証
も
可
。
区
外
に
住
民
登

録
し
て
い
る
場
合
は
、
住
民
票
も
必

要
)
を
窓
口
に
持
参

□
礫
(
還
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
の
方
が
旅
7
出
張
で
L
ヵ
月

以
上
、
2
3
区
外
に
離
れ
忝
忌
吊
、
足

立
区
外
に
施
設
入
所
す
る
場
合
に
、
S

保
険
証
黔
お
渡
し
し
嫐
y
。
た
だ
し
施

設
入
所
以
外
の
方
は
、
長
期
の
取
り
扱

い
は
で
膏
譱
せ
ん
。

申
込
H
国
民
健

康
保
険
証
/
届
出
人
の
印
鑑
/
施
設
入

所
の
場
今
阡
X
所
証
明一
(

区
外
に
住

民
登
録
し
て
い
る
場
台
腫
誂
票
が
必

要
)
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
日
国

民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

国
民
年
金
(老
齢
基
礎
年
金
)の

請
求
を
忘
れ
ず
に

請
求
手
続
は
誕
生
日
の
F
a
前
が
ら

で
空
}
チ

。
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は

お
問
い
合
わ
臂
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
卜

原
則
と
し
盃

詼
以
上
の
方
で
I
定
期

間
保
険
料
贏

め
て
受
給
資
格
の
あ
る

方

申
先
日
▽
国
民
年
金
の
み
加
入
の

方
・・・国
民
誓
譟
給
付
係

▽
そ
の
他
Q

公
的
年
金
に
加
入
k

洫
左
の
あ
る

方
・
:社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
各
共
済

組
合

※
す
で
に
特
別
支
給
の
老
齡
厚

生
年
金
等
奮
冥
け
て
い
る
万
は
、
6
5歳

に
な
る
誕
生
月
に
「
裁
定
請
求
書
(
(

ガ
キ
)」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ

ら
た
め
刄
于
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

問
先
卜
国
民
年
金
課
給
付
係

国
民
年
金
の
6
0歳
説
明
会

日
時
卜
5
月
荅

濁
、
午
前
1
0時
と
午

後
1
時
の
l
回
(
開
始
3
0分
前
か
ら
受

け
付
け
)

場
所
卜
区
役
所
南
館
1
3階

会
議
室

対
象
=
R
和
1
2年
l
月
2
日
F
7

月
1
日
牛
ま
'れ
の
方
(
対
象
者
に

は
別
に
通
知
)

内
容
H
国
民
年
金
制

度
の
仕
組
み
こ
受
給
手
続
き
の
説
明
お

よ
び
偃
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
卜

国
民
年
金
課
適
用
係

生

活

環

境

足
立
区
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

「
R
の
お
店
」が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、
再
生
暫
i
の
販
売
や
簡
易

包
装
、
ト
レ
ー
等
の
店
頭
回
収
な
ど
に

取
ひ
机
ひ
お
店
等
や
商
店
街
を
4

匁

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
羣
-
「
R
の
お

盾
‘
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
新
た
に
L
店
が
認
定
さ
れ
。

「
R
の
お
店
」
は
旦
同
店
街
、
2
7
1店A
J

な
2
r

だ
。
一
層
の
'
」利
用
を
お
願

い
」
萋
ヂ
。

ま
た
、「
R
の
お
店
」
と
し
て
認
定

を
希
耀
夏
芳
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
め
た
資
苳
茎
方
す
た
め
、
一
人

ひ
と
吁
か
再
生
品
の
利
用
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

表3 「R のお店」新規認定店

乾
電
池
2
4
t、
紙
パ
ッ
ク
3
7
tを
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

現
在
、
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
8
5

力
所
、
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
は
8
8
力

所
の
公
共
施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
回
収
を
始
め
て
か
ら
&
年
度
ま
で

の
回
収一
ほ
乾
電
池
(
3
年
"
鬩
始
)

が
約
1
1
0
t、紙
パ
ッ
ク
(
4
年
度
開
始
)

が
約
1
9
0
tで
す
。

皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
ご

み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
役

立
つ
て
い
零
y
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
ご
笋
那
く
だ
さ
い
。

□
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
、
紙
パ
ッ
ク

回
収
ポ
ス
ト
が
新
田
セ
ン
タ
ー
に

新
田
住
区
セ
ン
タ

冫

び
新
田
区

民
事
務
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
ー
ポ
ス
ト

は
撤
去
し
F

姙

。
こ
れ
か
ら
ほ
、
新

黔
U
た
新
田
セ
ン
タ
ー

薪
田
2
1
2
-
2
)

の
も
の
奮
'に莉
用
く
だ
さ
い
。

問
先
ト
リ
サ
イ
ク
ル
推
4
課

図1 乾電池、紙パック回収量

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

終
了
地
区
の
お
知
ら
せ

区
で
は
、
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
廣
の
火
災

に
対
し
安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延
俔

遮
断
帯
」
を
靈
備
す
る
た
め
、
都
市
防

災
不
燃
化
促
進
事
業
奮
行
つ
て
い
欒
y
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
溥
瑜
内
で

事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
系
簟
に
あ

っ
た
不
燃
建
築
物
受
孥
各
万
に
工
事

費
の
一
苧
屁
筬
し
、
建
物
の
不
燃
化

奮
芟
?
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域
内

で
建
惣
嘉
で
ぶ
冫
と
お
考
疋
の
方
は

ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
竃
翁
用
ぐ
だ
さ
い
。

裹
气
建
築
工
事
籥
早
ま
で
に
、
助
成

申
i
の
刄
'
陛

奪
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
都
市
防
災
不
燃

化
促
進
事
業
は
、
現
在
図
2
の
I
地
区

で
冥
旆
し
て
い
季
ふ
、
補
助
甃
泌

地
区
に
つ
い
て
は
1
0
年
1
月
3
1
日
で
事

業
終
了
と
な
2
ヂ
。
助
虞
対
象
と
な

る
の
は
、
事
業
終
了
日
に
建
物
だ
蔆

し
て
い
る
建
築
物
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
※
不
燃
化
促
進
区
箏
と

は
、
指
定
路
線
の
道
路
の
両
側
か
ら
お

お
む
ね
3
0
m
以
内
の
区
域
、
お
よ
ぴ
中

央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で
T
問

先
儿
熨
婁
弓
く
n
&
一

図2 不燃化促進区域水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
表
4
の
地

域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
Q
声
レ
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
3
年

以
内
に
水
洗
化
工
富
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
下
水
道
局
北
部
第
一
管
理
事
務

所

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
9

』

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
2

ヂ

問
先
卜
計
回
調
整
課
助

成
係

表4 水洗化可能地域

便利で安心 口座振替
特別区民税・都民税
国民健康保険料、国民年金保険料

金融機 関の窓 口が混んでいて長時間待った… 。
忙し くてつい納 めに 行くのを忘れてしまった… 。
そんな経験 はあり ませんか?
口座垢替( 自 動引き 落とし) ならそんなことは

なくなり 、金融機関 の口座から続 期ごとに自助的
に引き落とさ れます。 申込= 窓口に預( 貯) 金通

帳、通帳印、それぞれの納付書を持参 申先= 預(
貯) 金口座のある金融機関( 郵便局 を含む) また
は区 担当窓 口。区民 事 務所 問先= レ特別 区民
税・都民 税… 納税 課整理係 ひ国民健康保険 料…
国民健康保険 課収 納管理係 冫 国民年金保険 料…

国民年金課保険 料係03880- 5111 ㈹

サツキと清流のふるさとへ　友好都市「鹿沼」

北
に
日
光
連
山
を
仰
ぎ
。
南

に
雄
大
な
関
東
平
野
禽
蝨
U

、

豊
か
な
森
林
と
黒
川
、
大
芦
川

の
清
流
に
囲
ま
れ
た
鹿
沼
市
は

「
サ
ツ
キ
の
ふ
る
a
と
」
と
し

て
有
名
で
す
。
サ
ツ
キ
栽
培
に

利
嬰
R

る
「鹿
沼
よ

は
鹿

沼
市
衍
迸
の
み
で
産
出
す
夊
y火

I
れ
1
6『い囎―

山
砂
礫
の
堆
積
風
化
物
で
、
多

孔
質
の
た
め
過
湿
に
な
ら
ず
空

気
の
畧
堰
が
良
い
の
で
多
く
の

園
芸
冢
に
覆
市
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
生
贏
れ
の
『
サ
ツ
き

は
、
江
戸
時
代
、
大
名
や
武
士

の
間
で
愛
好
さ
れ
、
明
治
以
降

に
大
衆
化
さ
れ
ま
し
　
`
丶
そ
の

後
、昭
和
4
0年
代
に
「
光
の
司
」

や
『
秀
峰
の
き

な
ど
の
新
花

が
作
ら
れ
て
か
ら
全
国
的
な
ブ

ー
ム
が
棊
籥
起
こ
り
F
レ
だ
。

市
で
は
昭
和
4
7年
に
『サ
ツ

キ
』
奎
m
の
花
に
指
定
し
、
毎

年
i
月
下
旬
に
全
国
一
の
「
さ

つ
き
祭
」
が
區
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の
さ
つ
き

マ
ラ
ソ
ン
に
は

、
全
国
か
ら
多

く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
り
優
脚

奎

覬
い
求
T

。

主
な
観
光
イ
ベ
ン
ト

さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
・・・
5
月
1
1
日

さ
つ
き
祭
・
花
火
大
会

一

・
i
n月
3
1
日
～
6

月
9

日

生
子
神
社
泣
き
相
模

…
…
…
…
…
…
…
9

月
2
1
日

秋
ま
つ
り

…
…
1
0
月
第
2

土
・
日
曜
日

盆
栽
ま
つ
り

…
…
…
…
1
1
月
1
日
～
1
0
日

花
市

…
…
…
…
…
1
月
2
1
日

交
通
卜
東
武
日
光
線
新
鹿
沼
下

巒

素

ほ

、
東
北
自
動
車
道
鹿

沼
イ
ン
タ
ー

問
先
卜
鹿
沼
市

観
光
課

S
O
2
8
(
～
)
?
B
Q
u

鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー

昔
0
1
(
7
　
`
D
)
～
1
0

特
別
区
職
員
(
I
類
)
採
用
試
験

試
験
日
6
月
瞥
晶
採
用
予

定
柚
耀
t
月
1
日
以
降
職

種
・
受
験
資
攜
砥
7

表
5

郵

送
申
込
期
限
H
5

月
1
6
日
消
印

有
効

持
参
申
込
期
間
卜
▽
都

内
各
区
忿
町
・
:
i
月
1
9
a
～
2
2

日
▽
特
別

ほ
人
事
耆
!

覃

務

局
任
用
課
・・・
i
n
m
S
9
m
―
!
2
7
E

申
・
問
先
日
特
別
区
人
事
耆
貝

会
事
務
局
任
用
課

〒
1
0
2千
代

田
区
九
段
北
1
-
1
1
4

登
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
～
q
　
`

□
公
務
一
セ
ミ
ナ
ー
開
催
(
I

類
、特
別
区
人
事
委
員
会
主
催
)

日
時
=
m
月
2
1
・
2
2
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
叩
分

椙
所

基

戉

田
区
公
会
堂
(

地

下
鉄
東
西
線
・
半
蔵
門
線
九

段

下
駅
下
車
、
徒
歩
1
分
)

対
象
卜
採

用
試
験
辱
騒
希
望
者

内
容
H
各
区
の

特
色
等

跫
立
区
は
2
1日
の
午
前
の
予

定
)問
先
卜
人
事
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表5 職種および受験資格の概要

□ 5 月は固定資産税・都市言↑ S 税第1 期分の納 期です 納税通知書は5 月9 日ごろ発送し ます。お近くの銀行、信用金庫、信用組合、農協、郵便局 または都税事
務所等で6 月2 日 までに納めてく ださ い。 問 先=S 穹都税事務所113882- 2111
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都
市
農
業
公
園
に

レ
ス
ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン

都
市
農
業
公
園
で
、
よ
り
楽
し
い
ひ

と
こ
き
鷺
蜀
袮
搴
ぷ
っ
に
レ
ス
ト
ラ

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
声
に
‥
y
だ
。広
々
と
し

た
川
辺
の
景
朏
と
花
々
膏
`
な
が
ら
の

憩
い
り
と
き
菅
お
楽
卜
み

く
だ
さ
い

。

営
業
時

間
卜
午

前
1
1
時
～
午
後
5

時

(季
節
に
応
じ
て
変
更
)

定
休
日
卜

水
曜
日
(

祝
日
の
燮

は

翌
日
)

問

先
卜
公
園
管
理
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
内
施
設
見
学
会

し
ょ
う
ぶ
の
花
を
観
賞
し
ま
せ
ん
か

6
月
は
し
ょ
う
ぶ
の
花
が
き
れ
い
な

季
節
。
区
内
施
設
見
学
会
受
行
い
求
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
個
人

対
象
菽
辺
陬
上
の
区
民

定
員
H
各

回
3
0人
(
抽
選
)

申
込
日
往
復
(
ガ

キ
に
参
加
者
全
員
(
X
人
ま
で
)
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、{
6

月
施
設
見
学
会
希
望

と
明
記

□
団
体

対
象
卜
1
8歳
以
上
の
区
民
で
構
成
さ
れ

ゑ
J
}人
以
卜
鬩
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ

定
員
凵
各
回
I
団
体
(
抽
選
)

申
込
凵

往
復
(
ガ
キ
に
グ
ル
ー
プ
裝
と
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
。

タ
ル
ー
ブ
施
設
見
学
芦

と
明
記

iい
ず
れ
槧

個
人
・
グ
ル
ー
プ
共
に
重
覆
申
込
は

無
効
で
す
。

日
程
等
卜
下
表

費
用

日
無
料
「昼
食
・
お
茶
等
竃

」持
参
く

だ
さ
い
)

期
限
日
5
月
1
5日
必
着

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
1
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

6 月の施設見学会日程

●喟 はいずれも 午前圃( 吩 今後端 予定)

〝読
者
の
ペ
ー
ジ
〟
に
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

テ
ー
マ
「
夏
の
思
い
出
」

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、

区
民
の
皆
"
ん
の
投
稿
奮
i

す
る
コ

ー
ナ
ー
奮
附
け
て
い
ま
す
。
7
月
の
テ

ー
マ
は
「
夏
の
思
い
出
」
で
す
。
夏
休

み
の
出
来
亭
や
花
火
、
旅
行
な
ど
薬
し

か
っ
な
」と
、
ま
た
苦
し
か
っ
た
'」と

な
ど
皆
さ
ん
り
心
に
残
る
夏
の
思
い
出

を
お
寄
せ
ぐ
だ
さ
い
。
選
考
の
う
べ

掲
載
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、

髻

覃

差
廴
王

ぱ

チ

。

申
込
卜
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

鷽
叨
記
し
、
槇
蚕
桎
度
に
ま
'
」
}め
て
郵
J

ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
日
5

月
1
6

日

申
・
問
先
卜
広
報
係

〒
閇一
中

央
本
町
1
-
1
7
1
1

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

F
A
χ
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

情 報 コ ー ナ ー
馨さんの 声を【又餃へ生かす広聴ハガキをご利用く ださ い
広聴ハガキは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=r ?7蘿相破係03880- 5111 ㈹FAX3880- 5678

区民 の 声

● 気になる方は参加してみませんか●

「お酒との上手なつきあい方」
肝臓芦i・糖尿病・高脂血症・痛

風丿等を予胥方するためにも、お酒が
身体に及ぼす影響についての総合
的な話を聞きません圦 お酒と上
手につきあっていくにはどうした
ら良いカ丶、みんなで考えましょう。
日時=5 月20日・27日( いずれも

火曜日、2日湘釟午後I E際30分～
3 時 内容=1 日目… 血液倹査

と講義2 日目…検査結果の説朋
定員=30 人( 先着順) 費用=1, 36
〔l =日( 血液検査 料金) 申 込=
電話 場・申・問先= 中央冰田丁03880

―5351

マタニティのための食事体験教室( 2日制)
ヘルシーな食事と気になるおや

つについて、楽しく学習してみま
せん力ゝ 日程等= 下表 対象=
妊娠 中 の方 定員=30 人( 先 着

順) 費用=50( 円( テキ スト ・

材料費) 申込= 電話 申 ・問先=
東和保健相談所B3606- 4171

マタニティのための食事体験教室日程

ご利 用ください 教 育 相 談
学校に行くのを嫌がる、言葉が

遅いなど、お子さんの教育上の悩
みについて専門の相談員が相談に
応じています。
● 面接相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除
く) 、午前9時～午後5時申込
= 電話 場・申・問先= 教育研究

所H3859- 9531
綾瀬分室B3838 ―3588

鹿浜分室03856 ―7735
□ ● 話相談
日時=毎週月～金曜日( 祝日を除
く) 、午前9時～午後4暉3( 汾
申・問先= 教育研究所
03884 ―7867

現代美術の精鋭展
第2 部

現代美術の理解を深めるため、
地元の大たちと区内外で活躍して
いる芸術家32人の協力によって、
作WIを糸召介します。日時=5月
17日～23日、正午～午後7時まで
(最終日は午後5 時まで) 場所=
紊麦瀬プルミエ 費用= 無料 問先=
艾f匕1辰興係03880- 5111( 1 代)

東京足立少年少女合唱団

第28回定期演奏会
さわやかな歌声をお届けし ます。
皆さんお誘い合わせの上、ぜひご
来場ください。 日時=5 月10日
出、午後6 時胎 分開演 場所==ギ
ャラクシティ 曲目= 地球の子ど
も/ 会津磐梯山/ 星に願いを1勁 ヽ
費用=1, 00C 円( 全席 自由) 問
先= 事務局・薬師神
7138523232< ■午後7 時 以降、FAX

兼用)
または文化振 興係
113880- 5111 ㈹

5 月5 日はしょうぶ湯です
子どもと 高齢 者に 銭湯無料開放

手足を伸ばしてし ょうぶ湯を楽
しみましょう。 場所= 区内の各
銭湯 対 象= 区内 在住 の子ども
( 12歳以下つと高齢者 啗S戔以上)
の方 申込= 当 日、番台( フロン
ト) で兮弖齡を告l f てください
※ 証明書などは不要ご゙す 問先=
衛生指導係113880- 5111 ㈹

銭湯無料開放日の年間予定

※ 対象は、いずれも区内在住の方

ビデオ広報
「NEWS スケッチあだちN0. 36」完成

図内のイベントや新しい施設な
どを 紹介する「NEWS スケッチ
あだちj 。今回は春に行われたイ
ベントなどを紹介しています。ぜ
ひご覧くださ叺 貸出場所= 区
政情報室、区内各図書館 問先に
広報課映喩担当03880 ―51111㈹

NEWS
スケッチ

あ だち

水上安全法救助員講習会
日時=6月5日～20日吐・日曜
日を除く) 、午後6際3( 汾～9時
櫑所= 千住 温水プ ー馴 勁 ヽ 対象=18

歳以上 で5{ nn 以上 脉げる方
内容= 講義・実技 講師= 日本

赤十字社東京都支部水上安全法指
導員 定員=60 人( 抽選) 費用

=5, 00CRC 教材費別途負韶 申
込= 往復ハガ キに住所、氏名、生

年月日、日赤救助員の資格の有無
を明記 申・問先=( 剛 本育協会
〒12〔冲 央冰町1- 17- 1
113880- 5695( 1 直通)

不要になった車いすを譲ってください
北部福祉事務戸斤では、不要にな

った車いすをR 匣の皆さんから寄
贈していただき、お年寄りや障害
を持 った方たちに貸し出していま
す。j 屁E、貸し出しの申し込みが
多く、在庫台数力臼冫なくなってい
ます。有効に活用しますので、不
要の車いす( 標準型) がありまし
たら、t f ひご連絡ください。こち
らから受け取りに行きます。 問
先= 北吝胼簒祉事務所
03883- 6800
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